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武蔵国分寺跡資料館
令和８年度　秋季企画展

大昔、この地域にいた先人たちが

残したモノから分かること…



紹介する主な遺跡
【旧石器時代】
　多摩蘭坂遺跡／花沢東遺跡／恋ヶ窪遺跡／
　恋ヶ窪東遺跡／日影山遺跡  など
【縄文時代】
　恋ヶ窪遺跡／多喜窪遺跡  など

１万年以上続く縄文時代に使用された土器
は、地域や時期によってさまざまな特徴が
あります。本展では、武蔵国分寺跡資料館
で常設で公開されていない時期の土器や、
土偶、耳せんなどを展示。

日本列島で土器の使用がはじまる
約１万6,000年前～2,400年前

人類が日本列島へ渡ってきた約４万年前
 ～約１万6,000年前

寒冷な環境下で人々
が生きるために使用
した石器や調理場の
跡が地中から見つ
かっています。市内
遺跡の代表的な石器
の他、石器製作の手
がかりとなる接合資
料なども展示。

市内の遺跡で標準的にみられる
地層の堆積状況（多摩蘭坂遺跡）

接合資料
（恋ヶ窪東遺跡）

早期の土器
（武蔵国分寺跡南方地区）

前期の土器
（武蔵国分寺跡）

後期の土器
（恋ヶ窪東遺跡）

（内藤 1丁目）
市重要文化財の大
型石斧と同じ立川
ローム第Ⅹ層から
出土したナイフ形
石器を展示。
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多摩蘭坂遺跡

　国分寺崖線上の台地には、旧石器

時代・縄文時代の遺跡が数多く見つ

かっています。本展では、市内最古

の多摩蘭坂遺跡から見つかった３万

５千年前の石器をはじめ、旧石器時

代・縄文時代の出土資料を展示し、

大昔にこの地域にいた先人たちの暮

らしについて紹介します。

奈良時代のお寺の遺跡で有名

な「国分寺市」ですが、実は旧

石器時代・縄文時代の遺跡も

すごいんです！


